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自
玉
の
　
歯
に
し
み
と
ほ
る
　
秋
の
夜
の

　
酒
は
し
ず
か
に
　
飲
む
べ
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

園
児
た
ち
と
元
気
よ
く

　
1
0
月
6
日
（
金
）
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
各
地
区
か
ら
高
齢
者
約

4
0
0
人
が
参
加
し
、
町
内
の
保
育
園
、

幼
稚
園
児
細
1
0
0
名
が
花
を
添
え
ま

し
た
。

　
高
齢
者
達
は
、
各
競
技
に
元
気
よ
く

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
園
児
と
一
緒
に

参
加
す
る
競
技
も
あ
り
、
園
児
の
手
を
取

り
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
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人口
　男

　女

世帯数

5，238人　　（2）

2，456人　　（3）

2，782人（△1）

L7田戸　G）

平成12年10月1日現在

　　（）は短前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています⑨



　　　　　ロ鰯窄弓ご’り②

山
陰
百
姓
逃
散
］
揆

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

ｯ
置
地
之
碑
建
立

　
東
郷
町
と
都
農
町
が
共
同
で
整

備
を
進
め
て
き
た
、
山
陰
百
姓
逃

散
一
揆
留
置
地
之
碑
の
除
幕
式
が

9
月
1
9
日
（
火
）
都
農
町
又
猪
野

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
碑
は
、
元
禄
3
年
山
陰

村
・
坪
谷
村
・
下
三
ケ
村
の
百
姓

1
4
2
2
名
が
、
高
鍋
藩
又
猪
野

原
に
逃
散
し
、
こ
の
地
で
1
1
ヶ
月

に
及
ぶ
生
活
を
し
た
史
実
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
と
建
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
小
林
町
長
、
都
甲
教

育
長
、
河
野
都
農
町
長
、
村
田
都

農
町
教
育
長
、
地
元
股
猪
野
代
表

者
が
碑
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
林
町
長
が
、
「
1
4
2

2
名
が
死
を
か
け
て
決
行
し
た
山

陰
百
姓
逃
散
一
揆
は
、
多
く
の
仲

間
の
死
を
乗
り
越
え
て
股
猪
野
の

地
で
生
き
る
権
利
を
獲
得
し
ま
し

た
。
強
く
生
き
た
先
人
の
歴
史
を

長
く
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

思
い
半
ば
に
し
て
こ
の
地
で
果
て

ら
れ
た
7
9
名
の
皆
さ
ん
の
安
ら
か

な
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
て
こ
の
碑

を
建
立
し
ま
し
た
。
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
、
股
猪
野
の
地
で

亡
く
な
っ
た
方
の
墓
を
長
年
守
り

供
養
さ
れ
た
、
故
黒
木
宮
重
氏
へ

の
感
謝
状
が
孫
に
あ
た
る
黒
木
久

志
氏
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
河
野
都
農
町
長
が
、
「
千

四
百
余
名
の
農
民
が
命
を
か
け
て

逃
散
し
、
1
1
ヶ
月
に
及
ぶ
想
像
を

絶
す
る
戦
い
で
あ
っ
た
。
地
元
の

方
や
両
町
関
係
者
の
深
い
思
い
か

ら
、
記
念
碑
の
建
立
を
い
た
だ
い

た
。
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。　
こ
の
碑
は
、
都
農
町
が
提
供
し

た
用
地
に
、
東
郷
町
が
碑
の
建
設

を
行
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
は
地

元
又
猪
野
地
区
が
管
理
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

石
碑
の
解
説
文

▲故黒木宮蔵回への感謝状贈呈

碑の位置図

　　　　●現地
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至宮崎

　　民宿ほりうち

s農東駅

　　　　至日向

Kソリンスタンド

　
時
は
元
禄
の
頃
、
あ
い
つ
ぐ
天

災
に
く
わ
え
、
延
岡
藩
役
人
の
容

赦
な
い
年
貢
取
り
立
て
な
ど
の
悪

政
に
耐
え
か
ね
た
山
陰
坪
谷
両
村

の
百
姓
二
百
九
十
九
竈
（
所
帯
）
、

千
四
百
二
十
二
名
が
元
禄
三
年

（一

Z
九
〇
）
九
月
十
九
日
に
一

斉
に
村
を
す
て
、
高
鍋
藩
領
を
目

指
し
て
逃
散
し
た
。

　
高
鍋
藩
は
百
姓
た
ち
を
股
猪
野

原
（
現
在
の
都
農
町
股
猪
野
）
に

小
屋
を
作
り
全
員
を
収
容
し
た
。

逃
散
の
百
姓
た
ち
は
高
鍋
藩
か
ら

飯
米
の
給
付
を
受
け
た
が
、
拘
束

さ
れ
た
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
。
月
日
が
た
つ
に
つ
れ
老
人

や
子
ど
も
な
ど
七
十
九
名
も
の
死

亡
者
が
で
る
ほ
ど
悲
惨
な
生
活
状

態
で
あ
っ
た
。

　
約
十
一
ヶ
月
に
及
ぶ
小
屋
掛
け

生
活
の
問
に
、
延
岡
、
高
鍋
両
手

の
帰
村
の
説
得
に
は
応
じ
ず
、
つ

い
に
幕
府
評
定
所
の
裁
定
に
よ
っ

て
一
揆
首
謀
者
等
関
係
者
は
は
り

つ
け
や
打
ち
首
な
ど
の
死
罪
、
島

流
し
の
刑
を
受
け
た
。
そ
の
他
の

村
人
は
放
免
と
な
り
、
元
禄
四
年

七
月
に
帰
村
し
た
。

　
逃
散
事
件
か
ら
三
百
十
年
の
年

を
迎
え
、
自
分
た
ち
の
生
き
る
権

利
の
獲
得
の
た
め
に
こ
の
股
猪
野

原
で
強
く
生
き
た
逃
散
百
姓
た
ち

の
霊
を
供
養
し
こ
の
碑
を
建
立
す

る
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
九
月
十
九
日

東
郷
町
・
東
郷
町
教
育
委
員
会

都
農
町
・
都
農
町
教
育
委
員
会

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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、

遷
陰山

　
今
か
ら
3
1
0
年
前
の
元
禄
3
年

（
1
6
9
0
）
9
月
1
9
日
、
山
陰
村
・

坪
谷
村
の
百
姓
1
4
2
2
人
が
、
時

の
延
岡
藩
郡
代
梶
田
十
郎
左
衛
門
、

代
官
大
崎
久
右
衛
門
等
役
人
に
よ
る

厳
し
い
年
貢
取
り
立
て
が
原
因
で
、

村
を
捨
て
、
股
猪
野
原
（
都
農
町
股
猪

野
）
で
1
1
ヶ
月
に
及
ぶ
小
屋
掛
生
活

を
お
く
る
と
い
う
事
件
が
起
き
ま
し

た
。○
背
景

　
こ
の
頃
、
3
年
続
き
の
強
い
風
水

害
が
あ
り
、
河
川
の
氾
濫
、
田
畑
の
崩

壊
、
家
屋
の
倒
壊
等
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
農
作
物
に
お
い
て
も
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、▲逃散三百年記念碑（西城公園）

百
姓
達
は
役
人
に
対
し
て
年
貢
の
減

免
等
を
願
い
出
ま
し
た
が
、
聞
き
入

れ
な
い
ば
か
り
か
よ
り
厳
し
い
年
貢

の
取
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
百
姓
達
は
、
家
財
道
具
を
売
っ
た

り
、
隣
村
か
ら
借
金
す
る
な
ど
し
て

年
貢
を
上
納
し
ま
し
た
。
中
に
は
期

日
ま
で
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

罰
金
や
村
替
え
の
処
分
を
受
け
た
者

も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
役
人
達
は
村
廻

り
と
い
っ
て
は
、
作
物
の
植
え
方
や

肥
料
の
や
り
方
に
も
口
を
出
し
、
作

付
け
や
刈
り
取
り
と
い
っ
た
日
も
き

び
し
く
定
め
ま
し
た
。

○
逃
散

　
こ
の
よ
う
な
中
、
代
表
世
話
役
達

は
「
口
上
書
」
を
目
付
け
へ
提
出
し

ま
し
た
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
そ
こ
で
百
姓
た
ち
は
高
鍋
藩
へ
逃

散
を
敢
行
す
る
こ
と
に
し
、
元
禄
3

年
9
月
1
9
日
、
七
曲
峠
を
越
え
寺
迫

へ
向
か
っ
た
者
、
耳
川
沿
い
に
下
っ

た
者
、
小
丸
川
沿
い
に
下
っ
た
者
な

ど
合
わ
せ
て
2
9
9
世
帯
1
、
4
2

2
人
が
高
鍋
藩
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
高
鍋
藩
は
、
百
姓
達
の
願
い
を
聞

き
入
れ
、
百
姓
達
を
股
猪
野
一
箇
所

に
集
め
、
小
屋
を
作
っ
て
こ
こ
に
収

容
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
百
姓

達
の
生
活
は
不
便
で
、
米
等
の
給
付

は
あ
っ
た
が
、
拘
束
さ
れ
た
生
活
を

お
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
日
が
た

つ
に
つ
れ
老
人
や
子
ど
も
に
病
気
に

諺

よ
る
死
者
が
出
は
じ
め
、
こ
の
地
に

滞
在
中
7
9
名
の
死
者
を
出
し
ま
し

た
。　
死
者
の
墓
地
は
、
野
辺
の
土
葬
で

あ
り
、
墓
石
は
山
石
や
川
石
が
ぽ
つ

ん
と
お
か
れ
て
い
る
だ
け
の
も
の
で

し
た
。
（
発
見
さ
れ
た
墓
石
は
、
現
在

西
城
公
園
に
埋
葬
し
て
あ
り
ま
す
。
）

○
幕
府
の
対
応

　
延
岡
藩
・
高
鍋
藩
は
、
百
姓
達
に

何
度
も
帰
村
す
る
よ
う
に
説
得
を
行

い
ま
し
た
。
幕
府
も
当
初
は
介
入
を

避
け
、
直
接
強
盗
で
解
決
す
る
よ
う

に
命
じ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
時
間
と
と
も
に

幕
府
の
指
示
も
強
い
も
の
と
な
り
、

百
姓
達
を
帰
村
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ

る
と
と
も
に
、
百
姓
2
2
名
が
江
戸
へ

召
還
さ
れ
ま
し
た
。

　
召
還
さ
れ
た
者
の
内
2
1
名
は
、
幕

府
の
評
定
に
よ
り
、
は
り
つ
け
、
打

首
、
死
罪
、
島
流
し
の
刑
を
受
け
ま
し

▲山陰百姓一揆供養碑（成願寺）

　
た
。
ま
た
、
時
の
郡
代
と
代
官
は
追

　
放
、
延
岡
藩
主
有
馬
清
純
は
延
岡
藩

　
5
万
3
千
石
の
城
を
取
り
上
げ
ら

　
れ
、
無
城
地
の
越
後
国
糸
魚
川
に
転

　
封
さ
れ
ま
し
た
。

　
○
帰
村

　
　
7
月
、
幕
府
評
定
所
の
命
令
と
、
高

　
鍋
藩
の
説
得
に
よ
り
、
百
姓
達
も
帰

　
村
に
合
意
し
、
帰
村
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

　
　
百
姓
達
は
、
7
月
5
日
か
ら
9
日

　
に
か
け
て
帰
村
し
ま
し
た
。

　
　
山
陰
百
姓
逃
散
一
揆
は
、
2
1
名
の

、
処
罰
や
7
9
名
の
病
死
と
い
う
悲
し
い

　
犠
牲
を
出
し
ま
し
た
が
、
百
姓
た
ち

　
は
放
免
と
な
り
帰
村
し
、
実
質
的
に

　
は
百
姓
達
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
陰
百
姓
一
揆
に
つ
い
て
の
記
事

に
は
、
都
甲
鶴
男
氏
の
「
山
陰
村
・
坪

谷
村
百
姓
一
揆
伝
」
（
ふ
る
さ
と
双

書
）
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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都
甲
教
育
長
を
再
任

多野うみ塾

　劇
ぐ警レ

　
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
人
事

で
、
都
甲
欣
一
教
育
長
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。新
職
員
の
紹
介

　
事
務
量
の
増
加
に
伴
う
体
制
の
整

備
の
た
め
、
1
0
月
1
日
付
で
2
名
の

新
規
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。保

健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
新
名
麻
美

”
嶺

税
務
課
固
定
資
産
係

　
　
直
野
将
司

1讐ツ

暴

清
掃
セ
ン
タ
ー
改
造

工
事
に
伴
う
ゴ
ミ
減

量
の
お
願
い

　
日
向
地
区
衛
生
施
設
組
合
で
は
、

平
成
1
2
年
H
月
か
ら
平
成
1
4
年
3
月

に
か
け
て
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
可
燃
ゴ

ミ
焼
却
場
）
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削

減
改
造
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期

間
中
に
大
量
の
ゴ
ミ
が
搬
入
さ
れ
る

と
、
焼
却
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
え

ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ゴ
ミ
の
減
量

を
お
願
い
し
ま
す
。

生
ご
み
で
の
留
意
事
項

●
で
き
る
だ
け
畑
や
菜
園
の
肥
料
に

す
る
。

●
買
い
過
ぎ
、
料
理
の
作
り
過
ぎ
を

し
な
い
。

●
必
ず
充
分
に
水
切
り
を
す
る
。

そ
の
他
の
ゴ
ミ
で
の
留
意
事
項

●
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
（
ア
ル

ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
紙
類
等
）
は
資
源
回
収
容
器
等
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
木
を
勢
定
し
た
枝
葉
は
、
腐
葉

土
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
可
燃
ゴ
ミ
の
自
己
搬
入
は
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
日
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝
祭
日
を
除
く
）
に
搬
入
で
き
ま

す
。＊
詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
環
境
水

道
係
（
費
6
9
1
3
9
0
2
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成12年度「犬」の登録及び狂犬病予防注射日程表（第2回）

期　　日 時　　間 場　　　所 実地地区 期　　日 時　　間 場　　　所 実地地区

9：00～9：20 中野原営農研修センター 11：30～11：50 鶴野内コミュニティセンター

9：30～9：50 福　瀬　公　民　館 13：15～13：35 柏田和登二二前
鶴野内

10：00～10：20 広　瀬　公　民　館 福　瀬
11月8日㈱

13：45～14：00 八重原消防器庫前 八重原
10：30～10：50 日田尾公民館 14：10～14：30 迫野内公民館 迫野内11月7日㈹
11：00～11：20 鵜仁木集会所 9：30～9：50 深谷消防器庫前 仲　深
11：30～11：45 長　崎　集　会　所

13：00～13：30 農協寺迫支所 寺　迫
10：00～10：20 赤井笠消防器庫前

13：40～14：00 吉牟田コミュニティセンター
10：30～10：50 農協坪谷支所 坪　谷

9：30～9：50 小野田第二集会所
11月9日㈱ 11：00～11：20 那須郁雄氏宅前

10：00～10：20 小野田公民館
小野田

13：00～13：20 越　表　公　民　館
越　表11月8日㈱

10：30～10：50 羽坂生活改善センター 羽　坂
13：30～13：50 児　洗　公　民　館

11：00～11：20 田　野　公　民　館 田　野 14：10～14：30 下渡川屋根付運動広場前 下渡川

※上記の都合のよい場所で注射及び登録を済ませてください。上記の期間中に済ませることが出来ない方は、

　住民課環境水道係までご連絡ください。

●料金　　登録手数料　　3，000円

　　　　　注射手数料　　3，000円　＊すでに登録されている方は注射手数料の3，000円のみです。

●狂犬病予防法により登録は生涯に一回、狂犬病予防注射は毎年1回生後91日以上の犬に行うことが義務付けら

　れています。

●不要犬及び野犬の情報は、当日係員に申し出てください。

　最近、野犬や放し飼いの犬による苦情、家畜被害等が多く出されています。

　犬の放し飼いは、絶対しないようにしてください。

●すでに死亡等で現在犬を飼われていない方は、住民課環境水道係まで連絡してください。

※その他不明な点につきましては、次にお問い合わせください。

　　　　東郷町役場（住民課環境水道係）歴69－3902

　　　　日向保健所（衛生環境課）　　　管52－5101

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　の⑤磯どうご’り

＼
〕⑭農業×夢＝認定農業者
　
今
月
は
迫
野
内
の
前
田
福
美
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

○
現
況
と
今
後
　
　
　
経
営
技
術
は
、
仲
間
と
長
野
県
へ

　
の
経
営
　
　
　
　
長
期
の
研
修
に
行
っ
た
り
自
分
で
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
し
な
が
ら
収
得
し
て
い
き
ま
し

　
現
在
は
、
水
稲
を
中

心
に
肉
用
牛
と
の
複
合

経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
二
十
八
年
に

学
校
を
卒
業
と
同
時
に

就
農
し
ま
し
た
。
就
農

当
時
は
、
条
件
の
悪
い

水
田
で
父
親
と
経
営
し

て
い
ま
し
た
が
、
三
十

五
歳
で
父
親
と
別
個
に

経
営
を
始
め
、
水
田
の

基
盤
整
備
等
を
行
な
い

た
。　
こ
れ
か
ら
も
、
努
力
し
な
が
ら
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。農

業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
一
声

　
昭
和
二
十
八
年
に
学
校
を
卒
業
と

同
時
に
就
農
し
、
父
親
を
師
と
し
て

農
業
に
取
り
組
ん
だ
。
三
十
五
歳
の

時
、
父
親
と
は
経
営
を
別
に
し
、
現
在

水
田
一
四
〇
ア
ー
ル

（
水
稲
一
〇
〇
ア
ー

ル
）
肉
用
牛
五
頭
の

経
営
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
は
水
田
も

詣
己
－
超
糧
基
盤
整
備
し
て
な
く

　
　
　
　
　
　
迫
田
等
は
、
担
い
で

　
　
　
　
　
　
出
し
て
い
た
と
苦
労

　
　
　
　
　
　
話
を
聞
き
、
中
山
間

　
　
　
　
　
・
地
の
農
業
の
厳
し
さ

　
　
　
　
　
　
を
伺
い
ま
し
た
。
若

　
　
　
　
　
　
い
時
代
は
青
年
団
活

　
　
　
　
　
　
動
も
盛
ん
で
、
特
に

　
　
　
　
　
．
仲
間
三
目
と
長
野
県

　
　
　
　
　
　
に
、
長
期
農
業
留
学

　
（
四
十
日
）
し
、
農
業
経
営
の
基
本
を

学
び
、
そ
の
精
神
が
今
の
農
業
を
支

え
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
父
親
と
経

営
を
別
に
し
て
か
ら
は
、
子
育
て
、
教

育
と
苦
労
が
多
く
、
自
分
で
飼
っ
た

牛
の
子
牛
が
二
ヶ
月
目
に
死
亡
し
金

に
な
ら
ず
、
経
済
的
に
も
苦
労
し
、
夫

婦
で
農
外
の
仕
事
な
ど
を
し
、
農
業

が
好
き
だ
か
ら
ど
ん
な
苦
労
も
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
当
時
を
思

い
出
さ
れ
て
話
さ
れ
る
顔
に
は
、
苦

労
し
た
か
ら
今
が
あ
る
と
自
信
に
満

ち
た
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
供
に
は
、
農
業
を
小
さ
い
頃
か

ら
手
伝
わ
せ
、
農
業
の
楽
し
さ
、
苦
し

さ
等
、
身
を
も
っ
て
体
験
さ
せ
て
育

て
た
と
親
と
し
て
の
子
育
て
に
自
信

を
持
っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
の
楽
し
さ
は
自
分
が
育
て
た

農
作
物
、
子
牛
等
が
豊
作
で
高
値
で

良
い
結
果
が
で
た
と
き
が
最
高
に
う

れ
し
い
と
、
農
業
の
楽
し
さ
を
話
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
福
美
さ
ん
は
、
各
役
職
に
も
就
か

れ
、
現
在
農
業
委
員
を
通
算
四
期
、
ま

た
、
農
協
、
共
済
組
合
の
幹
事
等
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
夢
は
農
業
の
基
盤
を
作
り

子
供
に
引
き
継
ぎ
た
い
。
ま
た
今
後

十
年
春
ら
い
は
、
好
き
な
農
業
で
頑

張
り
た
い
と
言
わ
れ
、
こ
の
心
意
気

は
、
必
ず
子
供
に
通
じ
る
も
の
が
あ

る
と
思
い
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

　　　　　　　　ρ“ψ　　　　　　　9ψ　　　　　　99一　　　　　ψge　　　　一“　　　ψ一　　eψ　一ψeψひφ　　　　　　　e一　　　　　　’φ　　　　　eφ　　　　一ψ　　　　eψ　　　ず“　　一φ　9“　ρ，9ψ　　　　　　　　　　　　　　σ9　　　　　　　　　　　　　◎ψ　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　・，　　　　　　　　　　¢“　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　・ψ　　　　　　　ひ一　　　　　　　ρ“　　　　　　ψ“　　　　　9“　　　　99　　　ψ9　　　φ9　　．一　9φφo一　　　　　　　　　　　　　9ψ●　　　　　　　　　　　　ρ，　　　　　　　　　　　　9φ　　　　　　　　　　　ψ，　　　　　　　　　　■ψ　　　　　　　　　■，　　　　　　　　09　　　　　　　●φ　　　　　　　ψφ　　　　　　9ψ　　　　　，9　　　　99　　　99　　　ψ一　　ひ，　ψ9♂φ“

畜
産
だ
よ
り

　
9
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
（
非
売
を
除
く
）

◎
東
臼
杵
セ
リ
市
（
9
月
期
）
5
8
頭

　
雌
平
均
　
　
3
9
4
、
7
2
5
円

　
去
勢
平
均
　
4
3
7
、
2
1
2
円

　
計
平
均
　
　
4
1
5
、
9
6
8
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
福
瀬
　
関
野
安
弘
　
し
げ
や
す
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
晴
・
菊
茂
土
井

　
3
2
2
日
令
3
0
2
㎏

　
　
　
　
　
7
2
7
、
6
5
0
円

［
去
勢
の
部
」

　
鶴
野
内
　
伊
東
尚
　
大
日
3
8
号

　
血
　
統
　
安
平
・
糸
秀
・
奥
高

　
2
8
0
日
令
3
0
1
㎏

　
　
　
　
　
5
5
3
、
3
5
0
円

◎
児
湯
郡
セ
リ
市
（
9
月
期
）
9
頭

　
雌
平
均
　
　
3
6
5
、
9
2
5
円

　
去
勢
平
均
　
4
0
4
、
4
6
0
円

　
合
計
平
均
　
3
8
7
、
3
3
3
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
庭
田
　
高
瀬
秋
三
　
ふ
く
こ
号

　
血
統
　
福
桜
・
糸
秀
・
隆
美

　
3
1
8
日
令
　
3
0
9
㎏

　
　
　
　
　
4
0
3
、
2
0
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
庭
田
　
赤
松
春
義
　
岡
義
号

　
血
統
　
上
福
・
隆
桜
・
糸
秀

　
2
8
9
日
令
3
2
7
㎏

　
　
　
　
　
5
4
4
、
9
5
0
円

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ9一　　　　　　　　　　　　　　　’9　　　　　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　　　〇一　　　　　　　　　　　　　，9　　　　　　　　　　　　ρ“　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　o，　　　　　　　　　◎φ　　　　　　　　eψ　　　　　　　　o，　　　　　　　ひ一　　　　　　♂“　　　　　，ψ　　　　eψ　　　　ひ9　　　σ9　　ψ9　σ9一ひ一
φ
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短
歌
尾
鈴
短
歌
会

殊
の
外
暑
さ
き
び
し
き
夏
の
日
々

網
戸
の
ま
ま
に
夜
も
眠
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
山

白
き
雲
流
る
る
秋
の
空
高
く

風
さ
は
や
か
に
季
節
の
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

紙
お
む
つ
の
時
代
と
な
り
て
残
し
み
し

古
き
浴
衣
の
露
な
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

盆
近
き
山
陰
の
里
の
幼
稚
園

月
夜
の
空
に
花
火
あ
げ
を
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

あ
り
が
た
き
は
宇
宙
の
摂
理
狂
ひ
な
き

四
季
の
巡
り
に
吾
ら
生
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

三
宅
島
も
日
向
灘
も
変
わ
る
な
し

地
震
に
戸
惑
ひ
し
日
も
忘
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

暑
い
な
と
車
の
中
で
眩
け
ど

街
路
樹
の
花
水
木
は
秋
の
装
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

夏
た
け
て
深
き
空
の
青
映
し
た
る

耳
川
の
流
れ
夕
べ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

午
前
二
時
に
目
覚
め
て
眺
む
る
二
十
日
月

冠
山
は
墨
絵
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

蚕
飼
ひ
母
の
つ
む
ぎ
し
形
見
の
衣
に

心
迷
ひ
て
鋏
を
い
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

日
も
雨
も
養
分
な
る
か
さ
る
す
べ
り
の

花
の
色
濃
く
夏
の
過
ぎ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

一
人
子
の
孫
は
｝
人
で
一
人
言

言
い
つ
つ
人
形
に
添
寝
し
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

燭
の
灯
を
と
も
し
つ
ぎ
つ
つ
幽
囚
盆
に

精
霊
祀
り
し
妻
病
み
て
臥
す

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

受
付
に
貰
ふ
キ
ャ
ラ
メ
ル
喜
び
て

中
耳
炎
の
孫
は
妻
と
出
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　る鞘8ご’り⑥

保健

やすらぎ館

　
夏
休
み
期
間
中
に
募
集
し
た
、

健
康
短
歌
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。
審
査
は
、
短

歌
が
東
郷
町
国
語
科
部
会
の
先
生

方
、
ポ
ス
タ
ー
は
宮
崎
市
在
住
の

画
家
の
大
上
敏
男
先
生
が
行
い
ま

し
た
。

　
入
賞
者
の
表
彰
は
、
1
0
月
2
2
日
に

開
催
さ
れ
た
、
「
い
き
い
き
健
康
ま
つ

り
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
旧
臣
3
年

東
郷
小
4
年

東
郷
小
5
年

寺
山
小
5
年

坪
谷
小
6
年

福
山
小
6
年

中
村
拓
也
く
ん

黒
木
真
樹
さ
ん

海
野
仁
美
さ
ん

黒
木
一
一
さ
ん

稲
田
あ
や
か
さ
ん

平
野
由
佳
さ
ん

健
康
短
歌
入
賞
者

●
中
学
生
の
部

【
特
選
】

東
郷
中
3
年
　
吉
田
亮
祐
く
ん

耳
元
で
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
ラ
ジ
オ
音

　
わ
た
し
も
行
こ
う
か
体
操
に

【
準
特
選
】

坪
谷
中
学
校
3
年
　
水
野
里
沙
さ
ん

【
入
　
選
】

坪
谷
中
1
年
　
矢
野
弘
大
く
ん

坪
谷
中
2
年
　
稲
田
麻
美
さ
ん

東
郷
中
3
年
　
川
原
佑
太
く
ん

坪
谷
中
3
年
　
酒
井
淳
司
く
ん

健
康
絵
画
入
選
者

●
小
学
生
の
部

【
特
選
】

東
郷
小
3
年
　
山
口
頒
太
く
ん

ひ
ま
わ
り
の
か
げ
に
か
く
れ
て
あ
せ

ぬ
ぐ
い
　
見
上
げ
た
空
に
お
ひ
さ
ま

わ
ら
う

【
準
特
選
】

寺
迫
小
2
年
　
橋
口
真
教
く
ん

年
表
小
6
年
　
山
本
香
苗
さ
ん

【
入
　
選
】

東
郷
小
2
年
　
那
須
啓
く
ん

◎
体
の
衛
生
に
関
す
る
も
の

【
特
別
賞
】

東
郷
小
6
年
　
那
須
千
穂
さ
ん

【
優
秀
賞
】

鶴
野
内
保
育
園
　
西
田
竜
葵
く
ん

坪
谷
中
2
年
置
黒
田
】
恵
さ
ん

【
入
　
選
】

東
郷
小
2
年
　
那
須
　
葵
さ
ん

坪
谷
小
3
年
　
稲
田
さ
ち
か
さ
ん

◎
エ
イ
ズ
予
防
に
関
す
る
も
の

【
優
秀
賞
】

坪
谷
中
1
年
　
矢
野
晴
香
さ
ん

0
救
急
医
療
に
関
す
る
も
の

【
特
別
賞
】

東
郷
小
1
年
　
菊
池
優
帆
さ
ん

【
優
秀
賞
】

東
郷
小
3
年
　
那
須
貴
注
く
ん

東
郷
小
3
年
　
谷
口
　
遠
く
ん

【
入
　
選
】

坪
谷
小
6
年
　
稲
田
あ
や
か
さ
ん

東
郷
小
1
年
　
小
川
克
遠
く
ん

東
郷
小
2
年
　
西
田
莉
奈
さ
ん

◎
食
生
活
安
全
に
関
す
る
も
の

【
特
別
賞
】

東
郷
小
3
年
　
菊
池
果
南
帆
さ
ん

【
優
秀
賞
】

寺
迫
小
1
年
　
黒
木
　
涼
さ
ん

【
入
選
】

東
郷
小
5
年
半
都
甲
大
喜
く
ん

寺
迫
幼
稚
園
　
海
野
佳
奈
子
さ
ん

◎
障
害
者
と
の
ふ
れ
あ
い
に
関
す
る
も
の

【
特
別
賞
】

東
郷
中
2
年
　
山
田
恵
美
さ
ん

【
優
秀
賞
】

東
郷
中
1
年
　
川
内
夏
希
さ
ん

東
郷
小
4
年
　
小
川
美
早
さ
ん

◎
体
力
増
進
に
関
す
る
も
の

【
特
別
賞
】

東
郷
小
3
年
　
鈴
木
美
咲
季
さ
ん

【
優
秀
賞
】

東
郷
小
1
年
　
斧
　
優
志
く
ん

東
郷
小
5
年
　
山
本
幸
恵
さ
ん

【
入
　
選
】

東
郷
幼
稚
園
　
福
田
拓
矢
く
ん

東
郷
小
4
年
　
福
田
智
代
さ
ん

東
郷
小
5
年
　
黒
木
　
優
さ
ん

大
腸
が
ん
検
診

受
診
の
す
す
め

＼　’

’・ρ
1

（
● ・

ゐ
〃

》

東郷病院

Dr．徳山

　
近
年
、
日
本
人
の
食
生
活
の
欧

米
化
、
つ
ま
り
洋
食
化
が
す
す
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

日
本
人
の
病
気
も
、
欧
米
化
し
て

き
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
も
そ
の
一
つ
で
、
近

年
著
し
い
傾
向
で
日
本
人
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
事
に
、
こ

の
大
腸
が
ん
は
、
早
期
の
う
ち
は
、

他
の
が
ん
と
比
べ
て
も
自
覚
症
状

に
乏
し
く
、
検
診
や
検
査
を
受
け

な
い
と
早
期
が
ん
の
大
部
分
は
わ

か
ら
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
腸
が
ん
の
ま
ず
初
め
の
自
覚

症
状
と
し
て
は
、
血
便
、
お
腹
の

痛
み
、
便
秘
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
自
覚
症
状

が
出
て
か
ら
大
腸
が
ん
と
わ
か
っ

て
も
、
進
行
が
ん
で
あ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
大
腸
が

ん
の
発
見
に
関
し
て
は
、
検
診
を

受
け
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重

要
と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
検
診
と
い
っ
て
も
、
と
て
も
簡

単
で
、
大
便
を
調
べ
る
い
わ
ゆ
る

検
便
だ
け
で
す
む
の
で
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
大
便
に
、
血
が

混
じ
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
調

べ
る
便
潜
血
反
応
検
査
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
で
、
便
潜
血
反
応
が
出

た
人
が
、
陽
性
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
大
腸
の
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
て
頂
き

た
い
の
は
、
便
潜
血
反
応
検
査
は

㎜
％
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
便
潜
血
反
応
が
陽
性
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
大
腸
が
ん
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

逆
に
陰
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
大

腸
が
ん
で
は
な
い
と
は
言
い
き
れ

ま
せ
ん
。

　
早
期
大
腸
が
ん
で
は
、
便
潜
血

反
応
を
示
さ
な
い
も
の
も
多
い
の

で
す
。
だ
か
ら
、
大
腸
が
ん
の
危

険
因
子
と
い
わ
れ
る
食
生
活
ス
タ

イ
ル
、
い
わ
ゆ
る
洋
食
系
統
の
も

の
を
よ
く
と
ら
れ
る
方
、
飲
酒
、

喫
煙
を
さ
れ
る
方
、
便
秘
傾
向
や

腸
に
病
気
の
あ
る
方
な
ど
は
、
積

極
的
に
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
や
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
大
腸
が
ん
検
診
は

早
期
大
腸
が
ん
発
見
の
た
め
の
第

一
歩
、
と
て
も
簡
単
な
検
査
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

風しんの予防接種を受けよう

　風しん（三日ばしか）は年長児や大人になってかか

ると、重症化することもあり、妊娠初期の妊婦が風し

んにかかると、先天性風しん症候群と呼ばれる障害

を持ったお子さんが生まれることがあります。現在、

定期接種として、生後1歳から7歳半までと、12歳

～15歳で実施することで予防を図っています。

予防接種（小中学校）のお知らせ
●風しん…中学校2年生

　対象者：過去に風しんにり坐したことがないか、

　　　　　又は不明の者。

●ジフテリア（第二期）…小学校6年生

　対象者：乳幼児期の三種混合又は二種混合予防接

　　　　　種を3回以上受けている者。（免疫低下に

　　　　　伴う追加接種）

※詳しくは、学校を通じて個人通知をしますが、接

種は町立病院、三股病院で実施します。

　不明な点は保健福祉課保健係（盈69－3367）

までお問い合わせください。

11月の行事予定表

　　　　　　の⑦鵬8こ一’り

集　　団　　検　　診

検　　　診　　　名 日

結　　　核　　　検診

蜥ｰがん検診
7．8

子宮　がん検診 14、15．16

胃　が　ん　検診 20、21、22、24

各種かん検診を受けよう
｡年最後の検診です。まだ受診していない方は、

ｱの機会を逃がさないようにしましよう。

ｦ場所等詳しくは、今月町報と一緒に配布している

`ラシをご覧ください。

乳児・3歳児健康診査
日 曜日 会　　　　場 受付時間

9 木 や　す　ら　ぎ　館

3歳児
P3：00～13：20

緖凾
P4：00～14：20

予　　防　　接　　穗
病　院　名 予防接種名 接　種　日

ツベルクリン
14

B　　C　　G
16

町立病院
i受付時間）

P3：15～13：45

三　種　混　合 8、15．28

ポ　　リ　　オ
21

麻　　　　　疹 22

風　　　　　疹 29

ツベルクリン
14

B　　C　　G
16

三　股　病　院

i受付時間）

P4：00～16：00
ポ　　リ　　オ 14．28

そ　　の　　他 毎週火曜日

傘
幸
壱
幸
二
巴
幸
母
寺
寺
条
目
条
条
尋
幸

桝
2
ポ
イ
・
レ
ト
栄
養
呼

応
寺
条
寺
菅
壱
壱
菅
壱
壱
菅
条
壱
を
条
牽

　
「
青
魚
の
た
ん
ぱ
く
質
や

脂
肪
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
強

い
昧
方
」

　
肥
満
防
止
に
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

で
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
極
端

な
菜
食
や
偏
食
は
禁
物
で
、
肉
、

魚
類
は
必
ず
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取

り
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
中
で
も
青
魚
の
た
ん
ぱ
く
質

と
脂
肪
は
良
質
の
栄
養
素
で
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
目
指
し
て
い
る

人
は
、
上
手
に
取
り
入
れ
た
い

食
堂
で
す
。

　
さ
ば
、
い
わ
し
、
さ
ん
ま
の
脂

肪
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を

下
げ
た
り
血
栓
が
で
き
る
も
の
を

防
ぐ
E
P
A
（
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ

ン
酸
）
や
、
D
H
A
（
ド
コ
サ
ヘ

キ
サ
エ
ン
酸
）
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
脂
肪
は
必
ず
し
も
敵
で

は
な
く
、
身
体
に
有
効
な
も
の
も

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
上
手
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

］

沸騨
O

r
　
　
一

「
土
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

土
田
孝
男
先
生
の

　
　
　
歯
科
講
座
①

「
あ
ご
が
な
る
1
第
三
の

　
歯
科
疾
患
に
つ
い
て
」

　
食
物
を
咬
み
砕
く
こ
と
は
、
歯
の

働
き
の
中
で
最
も
大
切
な
も
の
で

す
。
上
の
歯
と
下
の
歯
が
咬
み
合
っ

て
食
物
を
つ
ぶ
し
、
消
化
し
や
す
い

形
に
し
ま
す
が
、
こ
の
咬
み
合
せ
が

少
し
狂
っ
た
り
、
ず
れ
た
り
す
る
こ

と
が
、
健
康
に
深
く
関
係
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
原
因
が
特
定
で
き
な
い

頭
痛
、
肩
こ
り
、
腰
痛
等
が
咬
み
合
わ

せ
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
症
状
の
改

善
が
認
め
ら
れ
た
事
が
私
達
の
学
会

の
報
告
や
新
聞
等
に
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
又
、
学
校
の
検
診
に
お
い
て
も
単

に
む
し
歯
だ
け
で
な
く
、
シ
ソ
ー

ノ
ー
ロ
ー
や
歯
列
不
正
に
加
え
て
あ

ご
関
節
の
病
気
が
子
供
に
も
見
ら

れ
、
こ
の
発
生
頻
度
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
食
事
や
会
話
中
、
あ
く
び
を
し
た

時
に
耳
の
前
の
あ
た
り
が
痛
か
っ
た

り
、
音
が
し
た
り
、
ま
た
、
あ
る
程
度

ま
で
し
か
口
を
開
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
顎
関
節
症
と
は
、
こ
れ
ら
の
症
状

を
持
っ
た
慢
性
の
病
気
で
す
。
慢
性

の
病
気
な
の
で
「
気
が
つ
い
た
ら
音

が
し
て
い
た
」
「
口
が
開
き
に
く
く

な
っ
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
い
つ

病
気
に
な
っ
た
の
か
判
然
と
し
ま
せ

ん
し
、
顎
関
節
症
で
音
が
し
て
も
病

気
と
は
思
わ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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まちのアルバム
故
橋
ロ
昭
夫
氏
に
勲
六
等
幽
光
旭
日
章

　
9
月
2
8
日
（
木
）
、
故
橋
口
昭
夫
氏
へ
の
特
別

叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
松
形
知
事
か
ら
娘

の
橋
口
郁
代
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
橋
口
昭
夫
氏
は
、
昭
和
5
0
年
5
月
か
ら
平
成

元
年
8
月
ま
で
4
期
1
4
年
に
わ
た
り
、
東
郷
町

議
会
議
員
と
し
て
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る

と
と
も
に
、
社
会
教
育
委
員
や
監
査
委
員
、
P

T
A
連
絡
協
議
会
会
長
、
区
長
等
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
年
7
月
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

郡
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
3
位
入
賞

駅魏聯綿
猶脚．灘“薯

　
第
2
0
回
東
臼
杵
郡
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
9
月
2
4
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
出

場
し
た
「
東
郷
町
壮
年
ク
ラ
ブ
」
は
見
事
3
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
5
0
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
た

8
チ
ー
ム
（
7
町
村
）
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
本
町
チ
ー
ム
は
、
「
門
川
シ
ュ
ア
6
0
」
に
1
0
対
2

で
快
勝
し
ま
し
た
が
、
「
北
川
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
」
に
2
対
6
で
惜
し
く
も
敗
れ
、
3
位

と
な
り
ま
し
た
。

第
2
回
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト

　
9
月
3
0
・
1
0
月
1
日
の
両
日
、
道
の
駅
と
う

こ
う
内
に
お
い
て
、
第
2
回
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ

ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ

を
楽
し
く
栽
培
し
、
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と

昨
年
に
続
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
町
内
か
ら
2
4
点
の
出
品
が
あ
り
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
鶴
野
内
の
伊
東
香
さ
ん

が
見
事
東
郷
町
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
来
年
も
行
わ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

螺
嘱
軌

監
蜜選

一

　
平
成
1
2
年
度
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

9
月
2
8
日
（
木
）
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
2
2

チ
ー
ム
、
選
手
役
員
1
5
0
名
が
参
加
し
、
4

パ
ー
ト
で
の
リ
ン
ク
リ
ー
グ
方
式
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
優
勝
寺
迫
A
チ
ー
ム
、
準
優

勝
坪
谷
B
チ
ー
ム
、
3
位
田
野
B
チ
ー
ム
・
坪

谷
A
チ
ー
ム
以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
寺

迫
A
チ
ー
ム
と
坪
谷
B
チ
ー
ム
は
、
1
1
月
2
日

（
木
）
に
延
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
、
国
民
年
金
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
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まちのアルバム
　　　　　　　り⑨鞍8こ一’り

心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
よ
う

一

　
1
0
月
1
5
日
（
日
）
、
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
東
臼
杵
郡
P
T
A
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
長
渡
耕
二
郡
P
T
A
協
議
会
長
が
、

子
ど
も
が
心
や
さ
し
く
、
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は

家
庭
や
P
T
A
の
取
組
み
が
重
要
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
「
小
さ
な
学
校
の
教
育
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
の
講
演
や
、
3
名
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
、
本
町
の
畝
原
幸
裕
さ
ん
が
「
我
家
の
子
育
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
牧
水
合
唱
団
に
よ
る

牧
水
短
歌
合
唱
や
、
寺
小
P
T
A
に
よ
る
バ
ン
ド
演

奏
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
町
人
会
総
会
に
集
う

轟｝　　　一

　謂

難
　
1
0
月
1
4
日
（
土
）
、
宮
崎
市
ひ
ま
わ
り
荘
に
お

い
て
、
東
郷
町
人
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
宮
崎
市
近
郊
か
ら
約
7
0
名
の
町

出
身
者
と
町
4
役
、
寺
原
議
長
・
由
代
願
議
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
中
田
忠
会
長
（
鶴
野
内
出
身
）
が
、

「
も
っ
と
町
の
こ
と
を
知
り
、
町
の
行
事
等
に
も

参
加
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
酒
を
交
え
、
遅
く
ま
で
な
つ
か
し

い
町
の
話
な
ど
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

電
気
の
ル
ー
ツ
を
探
検

賦．
1欝ド

鱗

詳
甦

　
1
0
月
1
3
日
（
金
）
、
越
表
小
学
校
と
渡
川
小
学

校
を
対
象
と
し
た
、
「
小
丸
川
水
系
エ
ネ
ル

ギ
ー
探
検
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
県
企
業
局
が
水
力
発
電
の

意
義
や
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
水

系
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
両
小
学
校
の
児
童
3
2
名
は
渡
川
ダ
ム
や
渡

川
発
電
所
を
見
学
し
、
企
業
局
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
た
ま
し
た
。

　
ま
た
、
や
ま
め
や
鯉
4
0
0
0
匹
の
放
流
を

行
う
な
ど
、
学
校
交
流
等
も
行
い
ま
し
た
。

一

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

．
響
・

　
9
月
2
1
日
か
ら
3
0
日
ま
で
の
1
0
日
間
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
運

動
期
間
中
の
行
事
と
し
て
本
町
の
交
通
安
全

対
策
協
議
会
で
は
、
9
月
2
6
日
（
火
）
、
日
向
警

察
署
の
協
力
を
得
て
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
交
通
指
導
員
・
交
通
安
全
協
会
東
郷
支

部
・
東
郷
町
交
通
安
全
母
の
会
の
方
が
、
道
行

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
事
故
防
止
の
チ
ラ
シ
と
飲

み
物
を
配
布
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
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　　　　　　　o鰯窄うごり

　＝皆さんこんにちは。
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．欝
　て

彦

」■巳■■■■●■●レ

　国際交流員という仕事の目的の一つに、自分の国の文化とか習慣などを教えたり、紹介したりするこ≡

≡とがあります。そのため、国際交流出過はいろいろなイベントや教室などで母国のことを面白く紹介し≡

≡ています。特に外国語教室やスポーツイベントあるいは料理教室などは、参三口する人が楽しくて、お互≡

＝いが積極的にふれあい、異文化に対する関心を高めることができるようです。　　　　　　　　　　　：

i　ところで、イギリスの国際交流先達の中で、イギリスの料理教室を行った時、よく困ることがあるよ≡

≡うです。なぜかというと、イギリスの国際交流員だけではなく、日本に住んでいるイギリス人は「イギ≡

iリス料理って何ですか？」とか「イギリス料理はおいしくない」などというような言葉をよく聞くこと≡

≡があるからです。事実、イギリスの料理はまずいという評判が日本だけでなく、世界中で広がっていま≡

：す。でも私は、イギリスにはおいしい食べ物とか料理が多いと思います。　　　　　　　　　　　　＝

≡　それでは、「イギリスの料理はおいしくない」という悪い評判は本当でしょうか。　　　　　　　　≡

≡イギリス料理が世界中でおいしくないと思われている理由は複雑で、簡単には説明できませんが、最近≡

≡までイギリス人でも「イギリス人が上手に料理ができないし、イギリスの伝統的な料理はおいしくない」≡

：と信じていたそうです。　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

：　第二次世界大戦後、色々な国から多くの人がやって来て、これまで　　　　　　　　　　　　　　　＝

≡食べたことの無い料理とか、食べ物が紹介されました。イギリス人は

≡徐々にその新しい料理や食べ物が好きになり、インド、中国、フラン

＝ス、イタリアなどの料理はイギリス料理よりおいしいと思うようにな
≡り、伝統的なイギリス料理を作ること力・減ってしまいました。

1　しかし、80年代の好景気のせいか、いわゆる昔からの伝統的なイギ

≡リス料理と外国料理をとり入れた、グルメ革命のようなものが起きて、

≡今のイギリス料理が生まれました。

≡　最近イギリスには外国料理のレストランが多いですが、その外国料

：理とイギリス料理はお互いに影響しあいながら、結果的に新しくおい

≡しい料理を生み出したということです。

も
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白
玉
の
　
歯
に
し
み
と
ほ
る
　
秋
の
夜
の

　
　
酒
は
し
ず
か
に
　
飲
む
べ
か
り
け
り

　
こ
の
歌
は
酒
の
歌
の
代
表
作
と
し
て
最
も
広
く
愛
調
さ

れ
て
お
り
、
牧
水
2
6
歳
、
信
州
小
諸
（
長
野
県
）
に
滞
在
中

の
作
品
で
、
第
四
歌
集
『
路
上
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
解
説
に
「
白
上
の
よ
う
な
美
し
い
歯
に
し
み
と
お

る
ほ
ど
の
美
味
し
い
酒
、
秋
の
夜
長
の
灯
の
下
で
く
む
酒

は
、
　
一
人
静
か
に
飲
む
の
が
　
番
う
ま
い
も
の
で
あ
る
」
と

歌
の
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
が
広
く
愛
諦
さ
れ
る
の
は
、
「
白
玉
の
」
「
し
み
と

ほ
る
」
「
し
っ
か
に
」
と
い
う
よ
う
に
「
し
」
の
音
韻
の
美
し

さ
、
声
調
の
美
し
さ
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
枝
子
と

の
恋
愛
の
破
綻
後
、
酒
量
は
増
し
、
病
気
に
悪
い
と
知
っ
て

い
て
も
酒
を
や
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
牧
水
で
あ
り

ま
す
。
苦
悩
を
秘
め
て
流
浪
し
て
い
る
時
の
作
品
で
す
が
、

「
清
澄
に
し
て
流
麗
、
牧
水
独
自
の
世
界
」
を
あ
ら
わ
し
た

歌
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
、
酒
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「（

O
略
）
酒
の
う
ま
み
は
単
に
味
覚
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
た
寸
ち
に
心
の
営
養
（
マ
マ
）
と
な
っ
て
ゆ
く
、
乾
い

て
い
た
心
は
う
る
ほ
い
、
弱
っ
て
い
た
心
は
蘇
え
り
、
散
ら

ば
っ
て
い
た
心
は
次
第
に
ま
と
ま
っ
て
く
る
。
私
は
ひ
と
り

し
て
飲
む
こ
と
を
愛
す
る
。

（
酒
の
讃
と
苦
笑
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
艶
蕪

　
牧
水
は
、
小
さ
な
盃
　
　
　
　
　
　
　
　
、
誌

で
ゆ
っ
く
り
飲
む
こ

と
を
好
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説
ソ

　
　
　
　
　
　
都
　
甲
　
欣
　
一
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　ハ　　街の融通，
　胡弓鯨瞭鵬go9■卵鱒嘲嘲■o瞭　 す

黙一希氏が1
商工会事務局長に就任事

　　　　　　　　　　マ
　9月1日付で、黒木一希‡

氏（小野田）が東郷町商工会‡

事務局長に就任されました‡

のでご紹介します。　　　　幸
　　　　　　　　　　を　黒木氏は、「厳しい経済情‡

勢の中で商工業は大変な時尋
　　　　　　　　　　壱
期を迎えています。この様寺
　　　　　　　　　　壱なときに少しでもお役にた壱
てれば幸いでナ．」と話され‡

ています。　　　1
　　　　　　　　　　‡

　　　　　　　　　　‡

　　　　　　　　　　孝

　　　　　　塘ン弓ご’り⑩

　　　纏
　　　　ロ　　．惹：ぼ．二塁

☆★☆東郷幼稚園☆★☆

欝
‘瞭

レ
ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん

羽坂深瀬の

橋口民くん（5劇

父：健一さん

母：和代さん
○好きな食べ物は何ですか？

たまごやき、パン

○好きな遊びは何ですか？

おうちつくり

C大きくなったら何になり

たいですか？

はしこしゃを運転したい　　（

●○
　　　庵

撫子

影ザ

吻魯

▲くわがた

・ρマ

亀　　；

　　蓼

小野田　住宅の

岩倉佑導くん（4歳）

父：重幸さん

母＝幸子さん

C好きな食べ物は何
ですか？

うどん、たまこやき

○好きな遊びは何です
か？

ナこナこカ、し、こ9っこ

○大きくなったら何に

なりたいですか？

カーレンジャー

性恐す　現転な粗ミ運見①　運すしべま東免　誉村生気に
のれこ飲れをい雑ン転落道義転。て’す郷許こなの状帯お過

へ
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響

を
飲
ん
で
車
を
運
転
す
る
と
、

路
標
識
や
障
害
物
、
歩
行
者
を

と
し
た
り
発
見
が
遅
れ
る
。
②

操
作
、
反
応
時
間
が
遅
れ
、
タ
イ

グ
が
ず
れ
る
。
③
運
転
操
作
が

に
な
り
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら

。
④
速
度
感
覚
が
鈍
り
、
高
速
運

平
気
で
や
る
。
な
ど
の
症
状
が

ま
す
。

酒
運
転
は
、
重
大
事
故
を
起
こ

と
に
な
る
ば
か
り
か
、
発
覚
を

て
ひ
き
逃
げ
に
発
展
す
る
可
能

高
い
悪
質
な
違
反
で
す
。

飲
酒
運
転
の
追
放

～
飲
酒
運
転
事
故
発
生
は

　
　
東
郷
町
が
ワ
ー
ス
ト
ー

過
去
1
0
年
間
（
平
成
2
年
～
1
1
年
）

一
お
け
る
飲
酒
運
転
（
酒
酔
い
・
酒

川
帯
び
）
の
市
町
村
別
交
通
事
故
発

　
状
況
で
、
東
郷
町
は
県
内
4
4
市
町

H
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
ー
と
い
う
不
名

目
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
飲
酒
事
故
発
生
件
数
を

川
許
人
口
で
割
っ
た
も
の
で
す
が
、

㌍
郷
町
の
事
故
は
1
7
件
と
な
っ
て
い

い
す
。
東
郷
町
は
他
の
市
町
村
に
比

－
、
高
い
比
率
で
飲
酒
事
故
が
発
生

）
て
い
る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま

髄
＝

●

●

飲
酒
運
転
の
事
故

　
平
成
1
1
年
中
に
県
内
で
発
生
し
た

飲
酒
運
転
絡
み
の
人
身
交
通
事
故
は

1
7
4
件
で
、
内
死
亡
事
故
は
1
7
件

で
で
す
。
交
通
事
故
・
死
亡
事
故
全

体
に
占
め
る
飲
酒
事
故
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
違
反
の
検
挙
状
況

　
平
成
1
1
年
中
に
、
県
内
で
飲
酒
運

転
で
検
挙
さ
れ
た
違
反
者
は
3
、
3

0
3
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
運
転

　
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
は
、
飲
酒

後
1
～
2
時
間
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

す
。
日
本
酒
4
0
0
認
（
2
合
強
）
の

ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
か
ら
抜
け
る
の

に
約
7
時
間
を
要
し
ま
す
。

飲
酒
事
故
等
に
よ
る
各
種
の
罰

①
刑
事
罰
…
罰
金
、
禁
固
・
懲
役
等

②
行
政
罰
…
運
転
免
許
の
停
止
・

　
　
　
　
　
取
消
し
等

③
民
事
罰
…
損
害
賠
償
責
任
等

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
色
々
と
不
利
益

を
こ
う
む
る
こ
と
と
な
り
、
自
分
の

一
生
を
台
無
し
に
す
る
と
と
も
に
家

族
ま
で
も
巻
き
込
ん
で
路
頭
に
迷
わ

せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
運
転
す
る
人
に
酒
を
提
供
し
た

り
、
酒
を
飲
む
こ
と
を
勧
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
酒
が
出
さ

れ
る
会
合
に
は
車
を
運
転
し
て
行
か

な
い
よ
う
に
、
家
族
や
職
場
、
地
域
ぐ

る
み
で
飲
酒
運
転
追
放
の
気
運
を
高

め
ま
し
ょ
う
。
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　　　　　　塘ど弓ご’つ⑫
知らせ
1：メーショフ》》〉

乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
が
変
わ
り
ま
す

お
オ
祉
饗
、
手
続
き
を
し
プ
、
く
だ
さ

フフ
イ
ー
3
3
6
7

　
東
郷
町
で
は
、
町
内
に
住
民
票
の

あ
る
満
4
歳
に
な
る
ま
で
の
乳
幼
児

に
対
し
て
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
1
3
年
1
月
か
ら
制

度
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
医
療
機
関
に
一
度
支
払

を
し
て
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
1
月
か
ら
は
、
受
給
資
格
証
を
提

示
す
る
だ
け
で
、
医
療
費
を
支
払
う

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
る
に

は
、
役
場
保
健
福
祉
課
（
や
す
ら
ぎ

館
）
で
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証

交
付
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
対
象
乳
幼
児
の
い
る
方
は
、
印

鑑
・
保
険
証
を
持
参
の
上
、
保
健
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。

　
な
お
、
受
付
期
間
は
、
1
1
月
1
日
か

ら
1
2
月
1
5
日
ま
で
と
し
て
い
ま
す

が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
保
健
福
祉
課
福
祉
係
（
容
6
9

）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

ド
さ
≧
、

計
測
引
田
説
明
会

　
延
岡
税
務
署
で
は
、
管
内
の
事
業

所
を
対
象
と
し
た
年
末
調
整
等
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
説
明
会
で
は
、
年
末
調
整

用
の
必
要
書
類
等
の
配
布
の
ほ
か
、

年
末
調
整
の
実
施
方
法
、

等
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ひ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
1
月
1
5
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～

　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～

▽
会
場
　
日
向
市
中
央
公
民
館

提
出
書
類ぜ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
2

級
課
程
）
養
成
研
修
会

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉

人
材
の
育
成
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
充
実

の
た
め
、
2
級
課
程
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
時
期
　
1
2
月
2
日
～
2
月
3
日

▽
費
用
　
2
万
円

▽
申
込
締
切
　
1
1
月
1
5
日
（
水
）

　
詳
し
く
は
、
東
郷
町
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

第
1
8
回
産
業
文
化
祭

▽
日
時
　
1
1
月
4
日
（
土
）
1
3
時
～

　
　
　
　
5
日
（
日
）
9
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」

▽
主
な
催
し
物

4
日
　
神
楽
、
青
年
芝
居
、
花
火
大
会

他5
日
　
M
R
T
ラ
ジ
オ
公
開
生
放

送
、
子
供
創
作
大
会
、
餅
ま
き
他

両
日
　
各
種
展
示
、
農
林
産
品
展
、
バ

ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ふ
る
さ

と
市
場
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
お
楽

し
み
抽
選
工
事

税
　
務
　
相
　
談

　
税
務
相
談
室
宮
崎
分
室
の
出
張
税

務
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
身
近
な
税
金
の
こ
と
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
1
月
1
0
日
目
金
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

▽
場
所
　
寿
屋
日
向
店
1
階

▽
内
容
　
夫
婦
と
税
、
年
金
と
税
・

保
険
税
、
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
、

マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
と
き
、

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
、
財
産

を
も
ら
っ
た
と
き
、
財
産
を
相
続
し

た
と
き
、
等
の
身
近
な
質
問
や
そ
の

他
税
に
関
す
る
相
談
。

★
税
務
相
談
室
で
は
電
話
で
も
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

電
話
0
9
8
5
1
2
4
1
9
3
8
0

オ
フ
ト
ー
ク
用
D
S
U

補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
現
在
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
を
利
用

し
て
い
る
方
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
I
S
D
N
回
線
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
用
D
S
U
タ
ー

ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
ー
が
必
要
で
す
。

　
D
S
U
ア
ダ
プ
タ
ー
を
取
り
付
け

る
に
は
、
工
事
費
を
含
め
6
万
円
程

度
必
要
で
す
が
、
町
よ
り
2
万
6
千
円

を
限
度
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
I
S
D
N
を
利
用
し
よ

う
と
計
画
し
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
D
S

U
補
助
金
を
ご
活
卑
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
情
報
管
財
係

（
電
話
6
9
－
3
9
0
0
）
ま
た
は
、
N

T
T
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

特
設
人
権
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
2
7
日
（
月
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
六
期

　　

@　

@　

@　

P
急

　　

@　

@　

@　

@
　
a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
「
1
0
月
1
0
日

ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
南
郷
村
の
黒
木
正
直
さ
ん
か
ら

（
キ
ミ
エ
さ
ん
・
9
0
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
大
野
寿
文
さ
ん
か
ら

（
拓
也
さ
ん
・
2
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
海
野
新
明
さ
ん
か
ら

（
ヨ
カ
さ
ん
・
8
6
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
今
井
主
税
さ
ん
か
ら

（
森
本
シ
ズ
エ
さ
ん
・
8
1
歳
逝
去
）

坪
谷
の
竹
本
富
吉
さ
ん
か
ら

（
濱
砂
サ
ト
さ
ん
・
8
0
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

迫
野
内
の
平
池
ツ
エ
子
さ
ん
よ
り

快
気
祝
と
し
て
、
東
郷
病
院
の
谷
川

先
生
よ
り
高
齢
者
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
一
般
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
　
．
3

●

　
　
（
9
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

物損事故 7件（84）

人身事故 2件（24）

高
藤
正
子

濱
砂
サ
ト

大
野
拓
也

日
下
八
郎

海
野
ヨ
カ

汐
月
カ
ツ

氏
名

上
田
麟
太
た

山
本
千
ち
夏
至

野
別
健
筆
と

赤
皐
ん
の
氏
名

死　　者 0人（1）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

愈
か
斐
お
る
勝

（黒吉

ﾘ田

�a

I博

氏
名

結
婚
お
幸
芝

交
通
事
故
発
生
状
況
す
画
図

重傷者 0人（2） 61

ﾎ

80

ﾎ
2
歳

68

ﾎ

86

ﾎ

76

ﾎ
年
齢

政
一
伸
司
明
年

経
嚢

軽傷者 2人（26）

（）内は年間累計
一
三
坪
谷

小
野
田

小
野
田
坪
谷
越
表
住
所

鶴
野
内

鶴
野
内

鶴
野
内

鶴
野
内

住
所

鶴
野
内
福
瀬
福
瀬
住
所
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